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HP パートナーラーニング 

絶えず変化する IT の世界を常に把握し、将来

のチャンスに備えるためには、一連の適切な

スキルの取得と維持が不可欠です。認定試験

の必須条件を満たすためには、個々の試験に

関連付けられているコースを受講するか、同

等の OJT を受けることを（必須ではありませ

んが）強くお勧めします。HP では、教育のニ

ーズに合致し、HP 認定資格の取得と維持に役

立つ数百のコースとその他の多くの柔軟な形

式の学習の機会を用意しています。 
 
HP パートナーラーニングは、知識を実務に活

用するうえで役立つ関連トレーニングを提供

します。HP パートナーラーニングを利用して、

キャリアアップを図ってください。 

 
 

目次 – モジュール 5 
トレーニングを受ける理由 

HP が実施するトレーニングのタイプ

ラーニングセンターでのトレーニングの計

画、スケジューリング、追跡

HP ラーナー ID

トレーニング設備と所在地

このプログラムガイドの他のモジュール 

1 | モ ジ ュ ー ル  5 :  H P  パ ー ト ナ ー ラ ー ニ ン グ の 概 要  

 



 

 

トレーニングを受ける理由 
なぜトレーニングを受けるのでしょうか。その答えは簡単です。HP トレーニングは成功するた

めに不可欠だからです。IDC* によると、IT プロジェクトは、訓練を受けたスキルの高い人員が

配属された場合に成功率が高くなります。トレーニングは、雇用主にとっても、受講者の場合と

同じくらい重要です。また、HP の技術とソリューションの学習という点では、HP が提供するト

レーニングに勝るものはありません。HP によるトレーニングを受ける主な理由を 5 つあげます。 
 

1. HP のトレーニングでは、HP の特定のトピックの専門家によって認められた質の高い学

習ができます。 

2. 受講者のニーズに合致した柔軟な形態のトレーニングが提供されます。  
3. 新しい顧客契約を HP ソリューションと結ぶ準備ができます。 

4. スキルを最大限に高めることが、最終的に顧客経験の向上につながります。 

5. 結果が実証済みです。HP のトレーニングを受けたパートナーの売上は高くなっています。 
 
*（HP が出資した IDC ホワイトペーパー『Skill Level and Training Key Factors in IT Project 
Success』（Doc #204134、2006 年 10 月）を参照してください。） 

 

HP が実施するトレーニングのタイプ 
HP が実施するトレーニングおよび e-ラーニングには、講師指導によるコースや自習用のオンライン

ンコースなど、多数のオプションがあります。オンデマンドプレゼンテーションやウェビナーのよう

な多くのトレーニングまたは継続的な学習の機会が無料で提供されます。また、トレーニングをいつ

でも手軽に受講できるように、HP ではその内容を Web ベースのコースまたはダウンロード可能な

コースに移行しています。次の説明は、自分の現在のニーズに最適なトレーニング形態を決定する上

で役立ちます。 
 
講師指導によるトレーニング 
HP の講師指導によるトレーニングでは、受講者が講師や他の出席者

と "リアルタイム" で交流できます。この共同実習トレーニング環境

では、包括的なトレーニング教材が用意され、HP 製品、技術、およ

びソリューションに精通した講師が指導にあたります。講師指導によ

るトレーニングは、たいていの場合、教室に最新の HP 機器を備えた 
HP 社内または HP の認定トレーニングセンターで実施されます。 
 
Web ベースのトレーニング  
Web ベースのトレーニングでは、受講者がいつでもどこからでもトレーニングコンテンツにアクセ

スできます。受講者の時間は貴重なので、Web ベースのトレーニングでは、移動を不要にし、業務

を離れる時間が少なくて済むようにしています。HP の Web ベースのトレーニングでは、自分のペ

ースで学習を進めることができます。 
 
ウェビナー 
HP ウェビナーへの参加には、自分のデスクにいながらにして教室でのトレーニングを受講できるメ

リットがあります。ウェビナーは、新製品の紹介やその他の HP の技術およびソリューションについ

ての主要な習得事項を提供します。これは、無料で利用できます。 
 
トレーニングイベント 
HP の多くのトレーニングイベントのいずれかに参加することによって、トレーニングへの投資を最

大限に活かすことができます。HP はしばしば技術トレーニングと販売トレーニングの両方のクラス

を 1 つのイベントにまとめて多くの都市で開催しています（ただし、一部は HP チャネルパートナー

限定のイベントです。）HP トレーニングイベントは、地域の Partner Portal に記載されます。お住ま
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いの地域で開催されるトレーニングイベントについてお知らせできるように、HP 認定プロフェッシ

ョナルプロファイルを最新の連絡先情報で常に更新してください。 

 

ラーニングセンターでのトレーニングの計画、スケジュ

ール設定、追跡 
HP 認定に関連するトレーニングについてのすべての情報は、ラーニングセンターと呼ばれるラーニ

ング管理システムに格納されます。ラーニングセンターでは、個別のトレーニングコース、トレーニ

ングカリキュラム、認定資格、またはサービス資格についての検索および閲覧を 1 箇所で行うことが

できます。クラスおよび認定試験の申し込みもできます。 
 
ラーニングセンター内では、必須または推奨トレーニングおよび HP 認定の進捗を追跡できます。ラ

ーニングセンターは、リアルタイムの受講記録をオンデマンドで提供します。これを基に、上司と相

談しながらキャリアアップについて計画することができます。  
 
ラーニングセンターには、www.hp.com/go/partnerportalaccess でアクセスできる地域の Partner 
Portal からアクセスできます。Partner Portal にログインし、左側のナビゲーションバーにある [トレ

ーニング受講 & 認定取得] リンクをクリックします。初めてアクセスする場合は、初回のみ、[アク

セス要求] リンクをクリックしてアクセスプロセスを完了する必要があります。既にこの初回プロセ

スを完了している場合は、[クイックリンク] セクションの下の ["ラーニングセンター" へのアクセス] 
リンクをクリックします。 
 
ラーニングセンターの機能とコンテンツは非常に広範囲にわたっています。このラーニング管理シス

テムに慣れることができるように、受講者向けのチュートリアル「Using The Learning Center」が開

発されました。これは、

http://h10120.www1.hp.com/partnerlearning/documents/UsingTheLearningCenter.pdf で入手できま

す。チュートリアルでは、ラーニングセンターの使用を開始する方法、コース、認定、および試験の

カタログの検索方法、コースおよび認定試験の申し込み方法、HP によって提供された学習および認

定の管理方法について説明されています。 

 

HP ラーナー ID 
ラーニングセンターにアクセスするためには、HP ラーナー ID が必要です。この一意の識別子は、受

講したすべてのトレーニングと付与されたすべての認定に関連付けられています。HP ラーナー ID 
については、www.hp.com/go/hp-learner-id にアクセスしてください。このページでは、既に個

人の HP ラーナー ID を持っている場合にそれを調べる方法、または初めてプログラムに参加す

る場合に新しい HP ラーナー ID を要求する方法について説明しています。 

 

トレーニング施設と所在地 
HP は、最新の HP ハードウェアを備えた技術トレーニングセンターを米国内の複数の州に設立して

います。また、HP 認定トレーニングセンターを運営する多数のパートナーが世界中に存在します。

ラーニングセンターに表示されている講師指導によるトレーニングコースを選択すると、コースが開

催されるトレーニングセンターのリストが表示されます。 
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このプログラムガイドの他のモジュール 

モジュール 1:  プログラムの概要 –  HP認定プロフェッショナルになるべきなのはどのような人か、

そしてその理由を何かを説明します。

モジュール 2:  HP 認定について – 5 つの認定フォーカスエリア、認定で要求されるスキルと知識、

および認定のライフサイクルについて説明します。 

モジュール 3:  認定されるまでのステップ – HP 認定までのステップの最初から説明します。 

モジュール 4:  認定試験 – 認定試験の準備、受験の申し込み方法、および認定に対する投資を保

護するために適用されている試験のセキュリティについて説明します。 

モジュール 5:  HP パートナーラーニングの概要 – オンラインコースから講師指導のコースや実習

に至る HP トレーニングの広大な世界について説明します。 

モジュール 6:  取得可能な認定資格 – HP には 100 を超えるテクニカル認定およびセールス認定

があります。現在取得可能なすべての認定の一覧が記載されています。 

モジュール 7:  米国およびカナダ地域の情報

モジュール 8:  ラテンアメリカ地域の情報

モジュール 9:  欧州、中東、およびアフリカ地域の情報

モジュール 10:  アジア太平洋地域の情報

モジュール 11:  日本の地域情報

 

 
 
 

© 2008 Hewlett-Packard Development Company, L.P. 記載されている情報は予告なしに変更される場合があります。

HP 製品およびサービスの唯一の保証は、当該製品およびサービスに付属する明示の保証の通知に記載されています。こ

こに定める条項は、いずれも追加保証を構成すると解釈されないものとします。HP は、記載されている技

術上および編集上の誤りまたは脱落に関して一切の責任を負いかねます。 
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http://h10120.www1.hp.com/partnerlearning/documents/HPCPMod1-PrgmIntro.pdf
http://h10120.www1.hp.com/partnerlearning/documents/HPCPMod2-AboutCert.pdf
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